
 

バス・タクシー等運転手の現状 

 自動車運転の事業は、他の運転業と比較しても有効求人倍率（※）が高い。有効求人倍率は数値

が高いほど企業からの求人数が多い、あるいは求職者が少ない状況を示す。つまり、バス・タクシー

などの自動車運転事業では求人数に対して求職者が減少しており、ドライバーのなり手が不足して

いる現状を示している。なお 2009年度以降は、年を追うごとにその傾向が強くなっている。 

※有効求人倍率＝有効求人数÷有効求職者数 

 バス運転手の年代別比率を見ると、40 歳以下のドライバー率は年々減少しており、数年後に予測さ

れる 50 歳以上の高齢ドライバーが引退することによって、ドライバー不足が現在以上に深刻になる

ことが想定される。 
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